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 検討の目的等 

検討の目的 
 地域における人口減少や既存の住宅・建築物の老朽化、住宅ニーズの変化に伴い、適切に管理が行われていない空き家が
年々増加しており、今後、防災、衛生、景観等の地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼすことが懸念されている。 
 四国地方においては全国的に見ても空き家率が高く、その増加傾向も顕著となっていることから早急な対策が求められて
いる。 
 このような状況を踏まえ、平成27年2月に「空家等対策の推進に関する特別措置法」が施行されるなど、市町村による総
合的な空き家対策を進めるための環境が整備されており、空家等対策計画の策定をはじめ、市町村において空き家対策が進
められている。 
 そこで、さらなる空き家対策の促進に向けて、その有効性を定量的に検証することとした。本検討においては、空き家が
及ぼす諸問題のうち、特に発生する可能性が高く、かつ周辺に影響を及ぼす「火災」に着目し、空き家の除却等による延焼
被害の防止効果を検証することを目的としている。 

検討の方法 

１．検討モデルの構築 

・建築物、道路及び街区のモデルを作成 
・建築物について、建物情報（構造、空き家）を

付加 

 本検討は、下図のフローで進めた。なお、効果の定量的な評価にあたっては、空き家の除却等による延焼範囲の比較を
行った。 

３．空き家の除却等に関する効果の定量的評価（試算） 
ケース別の比較… 除却等による効果を把握 

２．延焼シミュレーションによる延焼範囲の算出 
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既存の市街地 
（ケース①） 

空き家の老朽化 
（ケース②） 

空き家の除却 
（ケース③） 

空き家の緑地化 
（ケース④） 

空き家の緑地化+不燃化 
（ケース⑤） 
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基本条件 

■システム：火災延焼シミュレータ（愛媛大学） 

■延焼時間： 15時間 （900分） 

 ・効果を検証するためシステムの上限値を設定 

 〔参考〕糸魚川市大規模火災：鎮圧まで約10時間半 

              ：鎮火まで約30時間 

■風向風速：西向き ３.０m/s 

  

■出火地点：３箇所（地区の西端（A）、中央（B）、東端（C）） 

２．延焼シミュレーションによる延焼範囲の算出 

シミュレーションの例 （愛媛大学の資料より） 
























